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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、ウラジーミル・ナボコフの小説に隠された分析哲学者について明ら
かにし、作中の分析哲学的テーマについて考察することである。ポーランドで出版された論集に『透明な対象』
論を寄稿し、同小説において重要なテーマ群をひそかに形成する固有名詞（ムーアを含む）について紀要論文を
執筆した。海外のナボコフ研究者２名を招き、国内から分析哲学研究者を招いて、5週間にわたり文書提示によ
るオンライン方式で国際シンポジウム「ナボコフと分析哲学者」を開催し、報告、コメント、議論、質疑応答の
すべてを収録した報告書を出版した。最終年度にはアメリカで開催された国際学会でシンポジウムの報告を補完
する内容の報告を行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to reveal a few analytic philosophers 
hidden in Vladimir Nabokov's novels and to discuss the analytic-philosophical themes in them. I 
contributed a paper on the memories in _Transparent Things_ to a volume of essays published in 
Poland. I also wrote a journal article on proper nouns, including Moore, which form essential themes
 in the work. Two Nabokovians from abroad and a scholar in analytic philosophy in Japan were invited
 to the five-week international symposium online with document presentations, for which I was    
a speaker and the moderator. The papers, comments, discussions, and questions & answers from the 
symposium were all published in the proceedings. In the project's final year, I read online a paper 
that complemented my symposium presentation at an international conference held in the United 
States.

研究分野：英米文学

キーワード： ナボコフ　分析哲学　ウィトゲンシュタイン　G. E. ムーア　シェイクスピア　語りえぬもの　英米文
学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ナボコフと分析哲学者の研究は、報告者の研究がパイオニア研究となっており、本研究はそれをさらに発展させ
たものとして学術的意義を持つものである。さらに研究の成果として、国際的に著名なナボコフ研究者2名を海
外から招いて「ナボコフと分析哲学者」と題する国際シンポジウムを開催したことは、国内のナボコフ研究にお
いても大きな成果となった。シンポジウムは、文書提示によるオンライン方式での開催であり、テーマ、開催方
法、開催期間のいずれも世界初の試みとなった。分析哲学を専門とする国内の研究協力者をコメンテータとし、
フロアの分析哲学の研究者からの質問を得て、学際的な成果も十分に得られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
作家ウラジーミル・ナボコフの作品と哲学、思想との関連については、従来ベルクソンとフロイ

トが中心的に論じられてきた。前者は、「時間の存在を信じない」と自伝の中で語ったナボコフにベ

ルクソンの体験的時間や内面的自由を重ねて考えるものが中心で、両者の親和性を重視した上での

研究である。後者は、終生フロイトの精神分析に基づく文学解釈を忌み嫌っていたナボコフの作品

に見られるフロイト的な要素について思考するという傾向のものが多く見られる。さらに近年は、

ナボコフとニーチェやカントを論じた研究書が出版されているが、ナボコフと分析哲学との関連に

ついての研究はほとんど例がなく１、報告者のナボコフとウィトゲンシュタインに関する論考が国内

外において先駆的研究となっている。ナボコフとウィトゲンシュタインに関する拙論としては、ナ

ボコフ晩年の中篇小説『透明な対象』における主人公の死および死後の世界への移行の描き方を『論

理哲学論考』に関連づけて論じた「死と隠蔽―Transparent Thingsを中心に」（研究社、『英語青年』

1999 年 11 月号（総号 1809 号））と、二人の伝記的記録から推測される接点の可能性や『透明な対

象』におけるウィトゲンシュタインへの引喩や暗喩について論じた“Wittgenstein Echoes in 

Transparent Things” (The Vladimir Nabokov Society, The Nabokovian 45, 2000)がある。本研

究では、ウィトゲンシュタインに加えて、『透明な対象』にさらに隠された存在である G. E. ムー

アの思想と作品との関連を扱う。 
１ 唯一の例が、スペインの文献学者・米文学者カテリナ・モンテスがナボコフの自伝に登場するチェスのテー

マを、ソシュールの言語理論（特にシーニュの概念）、ウィトゲンシュタインの言語ゲーム理論、ウィトゲンシ

ュタインの『論理哲学論考』に寄せたラッセルの序文と比較した研究ノート“Notas sobre la escritura de 

Nabokov a la luz de su autobiografia y de las reflexiones sobre la lengua de Saussure, Russell y 

Wittgenstein” (Atlantis: Revista de la Asociacion Espanola de Estudios Anglo-Norteamericanos, 12: 2, 1991)

である。この論考は、スペインの学会誌にスペイン語で掲載されたことと著者によるナボコフに関する唯一の

業績であったことが影響したためか、ナボコフ研究界で知られておらず、報告者も今回の調査により遅ればせ

ながら知ったものである。ナボコフと分析哲学者を論じた初めての論考であるが、ナボコフ作品と諸理論との

比較が大枠に過ぎる傾向に加えて、「ナボコフはケンブリッジ大学で学んでいたのだから、学生時代にウィトゲ

ンシュタインやラッセルを知っていたはずであり、著作を読まなかったはずがない」等の強引な推論が惜しま

れる。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、作家ナボコフに対する分析哲学者ウィトゲンシュタイン、G. E. ムーアの影響

について、また、ナボコフ作品と彼らの思想との関係について明らかにすることである。報告者の

これまでの研究をさらに発展させる形で、『透明な対象』を中心に、死、死後の存在、生の謎、語

りえぬもの等の主題を、ウィトゲンシュタインやG. E. ムーアの論考との関連において調査し、考

察する。詳細なテクスト分析により、分析哲学とナボコフ作品の間に見られる言語的、哲学的な親

和性あるいは影響関係を論じ、作家の世界観や死生観にかかわる問題と分析哲学者の論考が結びつ

く可能性を論じる。 

伝記的事実の調査により、実人生におけるナボコフと哲学者らとの接点、さらには、ナボコフの

在学時にケンブリッジ大学トリニティカレッジを本拠地として盛んであったアカデミックな心霊研

究との関係をも含めて探究することをめざすものである。本研究の成果により、『透明な対象』の

作品研究のみならず、ナボコフと哲学に関する研究に新分野を拓く可能性もあり得る。 



 

３．研究の方法 

当初の予定では、海外における文献・資料の調査を中心とし、ニューヨーク公立図書館のバーグ

コレクションでの未公開書簡やケンブリッジ大学での心霊学協会の会報や協会員の記録等に関する

現地調査を考えていたが、2020年春から続いたコロナ禍のため、海外での調査は諦め、国内でも入

手可能な文献を中心とした研究に切り替えた。 

ウィトゲンシュタインの伝記、ムーアの自伝と伝記、バートランド・ラッセルの自伝に加えて、

レナード・ウルフの回想記等の諸資料にあたり、20世紀の初めから中頃にかけてケンブリッジ大学

トリニティカレッジに在籍した 3 人の分析哲学者とナボコフとの接触の可能性について調べるとと

もに、研究における同僚であり友人であったウィトゲンシュタインとムーアの関係についても詳し

い情報を収集した。 

ウィトゲンシュタインの著作は本研究に関連すると考えられる『論理哲学論考』『哲学探究』『青

色本』『確実性の問題・断片』『講義集』『色彩について』『ウィトゲンシュタイン哲学宗教日記』を

中心に精読し、それらの著書に関する研究書や論文で理解を深めた他、ウィトゲンシュタインをテ

ーマとした小説、戯曲、映画にもあたった。 

ムーアの著作は『倫理学』『観念論の論駁』に加えて重要とされる諸論文を読んだ。「ムーアのパ

ラドクス」に関しては、ムーアによる同名の文書、ウィトゲンシュタインの記述の他に、当該パラ

ドクスをテーマとした論集にあたった。また、ムーアとウィトゲンシュタインを比較した研究書を

検討した。分析哲学を専門とする研究協力者小山虎氏より、ムーアに関して広範な助言を受けた。 

研究協力者ブライアン・ボイド氏―浩瀚なナボコフ伝を著し、ナボコフの人生について細部に至

るまで知悉した研究者である―にケンブリッジでの学生時代やコーネル大学での教員時代のナボコ

フの生活や交友範囲について確認を得た。 

『透明な対象』における『ハムレット』、『オセロ』のテーマについて研究を進め、ハムレット伝

説の元となったサクソ・グラマティクスの『デンマーク人の事績』のアムレスのエピソードと『透

明な対象』の関連や、『オセロ』の舞台となった時代のヴェネチアの他民族状況について確認した。

また、『透明な対象』に頻出するムーア名についてG. E. ムーアの反映を含めて再考した。 

3 人の分析哲学者の心霊研究への関わりについて伝記的資料を中心に調査を試みたが、各人とキ

リスト教との関係について知識を得たものの、本来の目的については有益な結果を得ることができ

なかった。 

 
４．研究成果 

2019年度には、ポーランドで出版されたナボコフの記憶をテーマとした論集で『透明な対象』論

（査読有）を公刊した他、ナボコフ短篇読書会において初期の短篇小説「翼の一撃」について、1920

年代の西欧の知識層の思想的傾向を知り得る作品として、発題を行った。 

2020 年度には、『透明な対象』において重要なテーマ群を密かに形成する固有名詞群の機能につ

いてムーア名を中心に、シェイクスピア作品との関連も含めて、紀要論文（無査読）で論じた。  

2021 年度には、本研究の主要な成果発表の場として国際シンポジウム"Vladimir Nabokov and 

Analytic Philosophy"を5月中旬から5週間にわたって文書提示によるオンライン方式で実施した。

海外から参加した研究協力者ブライアン・ボイド氏はナボコフとカール・ポパーの対照性と近似性

について、同じくゾラン・クズマノヴィチ氏はナボコフとグレゴリー・カリーについて「物に対す

る共感」をテーマに論じた。報告者は『透明な対象』においてウィトゲンシュタインとG. E. ムー

ア がそれぞれの名前と哲学的仮説によって作品中で果たしている役割を中心に論じ、司会を担当し



た。研究協力者小山虎氏はコメンテイターとして報告へのコメントと討議を行った。シンポジウム

で提示された文書の量を単純計算で口頭発表に置き換えると約 11 時間にわたって語り続けたこと

になる。シンポジウムのテーマ、開催方法、開催期間のすべてにおいて世界初と言えるプロジェク

トとなった。 

フロアからの質疑応答も含めてシンポジウムのすべてを収録し、日本ナボコフ協会会長沼野充義

氏によるForewordと報告者によるAcknowledgmentsを加えた130頁を超えるプロシーディングスを

報告者の編集により2021年度末に出版した。 

2022年度には、アメリカで開催されたナボコフの国際学会（The International Vladimir Nabokov  

Society, “Hidden Nabokov” 於Wellesley University）に遠隔で参加し（審査有）、『透明な対象』

において「ムーアのパラドクス」がどのように応用されているかを詳細に論じた。国際シンポジウ

ムでの報告を補完する内容であり、海外のナボコフ研究者と意見交換ができて有益であった。 
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